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■ 出向者紹介

■ 新入会員拡大のご協力をお願いします
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二
〇
二
六
年
度
の
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

各
界
、
各
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日
頃
よ
り
公
益
社
団
法
人
北
見
青
年
会
議
所
の
運
動
に
多
大
な
る

ご
支
援
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
月
六
日

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
一
月
例
会
新
年
交
礼
会
に
多
く
の
皆
様
の
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て
感
謝
と
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
基
本
方
針
に
「
胸
に
想
い
を
、
背
中
に
誇
り
を
。
地
域
の

未
来
を
、
共
に
創
ろ
う
。」
と
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「Stand 

Proud-

未
来
共
創-

」
と
掲
げ
三
つ
の
方
針
を
軸
に
運
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
の
方
針
は
「
地
域
を
導
く
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
で
す
。
役

職
や
肩
書
き
に
関
わ
ら
ず
、
自
ら
考
え
、
決
断
し
、
行
動
で
き
る
人

財
を
育
て
る
こ
と
。
そ
れ
は
青
年
会
議
所
の
根
幹
で
あ
り
、
地
域
の

未
来
を
支
え
る
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
方
針
は
「
一
〇
〇
年
続
く
強
い
組
織
づ
く
り
」
で
す
。

本
年
北
見
青
年
会
議
所
は
七
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
青
年
会
議
所
は

単
年
度
制
で
組
織
が
動
い
て
お
り
ま
す
が
、
単
年
度
の
み
の
成
果
に

と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
世
代
へ
と
想
い
と
仕
組
み
を
つ
な
ぎ
、
仲
間
づ

く
り
、
組
織
運
営
、
挑
戦
す
る
風
土
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
方
針
は
「
希
望
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
「
こ
の
ま
ち

で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
「
こ
の
ま
ち
で
挑
戦
し
た
い
」
そ
う
思
え
る

北
見
の
未
来
を
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と
と
も
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

青
年
会
議
所
の
運
動
は
、
決
し
て
私
た
ち
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
の
皆
様
、
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、
地
域
で
活
動
さ
れ
る
多
く

の
方
々
と
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
、
意
味
の
あ
る
運
動
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
北
見
青
年
会
議
所
の
先
輩
諸
兄
氏
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴

史
と
実
績
が
、
今
の
私
た
ち
の
土
台
で
す
。
そ
の
歩
み
へ
の
敬
意
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
変
化
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
昨

年
同
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新入会員拡大にメンバー全員が「会員拡大プロジェクトメンバー」として取り組んでおります。 何かの（誰かの）役に立ちたい！自己成
長の仕方が分からない！信用できる仲間を作りたい！そんな方がいらっしゃいましたらご紹介の程、よろしくお願いします。
　ご友人・知人・お仕事関係の方で情報がございましたら是非現役メンバーにお声がけください。 日頃より（公社）北見青年会議所を温
かく見守り、ご支援いただいてます北見青年会議所シニアクラブ会員の皆様からご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
　また、２月より地域住民への認知度向上のためにポスターの配布を行います。 少しでも北見青年会議所の活動を知ってもらうためにも
掲示しても良いという方がいらっしゃいましたらご協力のほどよろしくお願いいたします。

（公社）日本青年会議所
国際グループ

JCIアカデミー委員会　委員
石原　卓弥

北海道地区協議会
北海道強靭化委員会　委員
小西　悠斗

北海道地区協議会
グローバル北海道委員会

委員
久保　　瞭

北海道地区協議会
グローバル北海道委員会

副委員長
上池　将太

北海道地区協議会
地方経済創生委員会　委員
藤下　大輔

北海道地区協議会
地方経済創生委員会　委員
駒澤　　昇

（公社）日本青年会議所
国際グループ

JCIアカデミー委員会　委員
近江陵太郎

北海道地区協議会
地区大会運営委員会　委員
小野寺賢泰

北海道地区ブロック協議会
監査担当役員
近江陵太郎

北海道地区協議会
財政特別委員会　委員
吉多　憂馬

北海道地区協議会
財政特別委員会　委員
大谷　宇宙

北海道地区協議会
広報渉外委員会　委員
神田　寛康

北海道地区協議会
総務委員会　委員
杉田　朋輝

北海道地区協議会
地区大会運営委員会　委員
坂口　慶太

北海道地区ブロック協議会
Next JAYCEE育成委員会 委員
鷲見　萌花

北海道地区ブロック協議会
LOM連携委員会　副委員長
島　　晴己

北海道地区ブロック協議会
LOM連携委員会　委員長
久保　　瞭

北海道地区ブロック協議会
LOM支援委員会　委員
河合　謙斗

北海道地区ブロック協議会
LOM支援委員会　副委員長
柴田　将兵

北海道地区ブロック協議会
LOM連携委員会　幹事
東　唯緒奈

北海道地区ブロック協議会
LOM連携委員会　委員
佐々木勇太

　市民や行政との協働によって地域の特性を
活かしたまちづくり運動を展開しています。
　自らが先頭に立ち、様々な事業を通じて地
域の魅力を発見し、ふるさと北見の活性化に
若いエネルギーを燃やしています。
　多くの笑顔と触れ合いが生まれる北見ぼん
ちまつりへの参画など地域住民との協働によ
るまちづくりを行っています。



アカデミー委員会メンバー紹介アカデミー委員会メンバー紹介

委員長あいさつ委員長あいさつ

直前理事長　三　 好　　　学

　2026年という新たな年を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
昨年は「次代への翼～羽ばたきの継承～」のスローガンのもと、今できることを一つずつ行っていくこ
とが明日につながる未来への一歩になると信じメンバー全員で活動や運動を展開してきました。先輩諸
氏の皆様や関係諸団体の皆様におかれましては多大なるご支援ご協力賜りましたこと心より感謝、御礼
申し上げます。
　本年１月６日に開催させていただきました新年交礼会では2024年度より変更していた形式を過去に習
い今一度戻し、厳格な雰囲気の中、第69代理事長　船橋悠太君の力強い理事長所信から北見青年会議所
メンバーの覚悟と決意を示し、2026年度の青年会議所運動を華々しくスタートすることができましたこ
と改めてご臨席賜りました皆様に心より感謝申し上げます。私も直前理事長として、これまでの経験を
活かし組織の発展を支え船橋理事長率いる北見青年会議所の運動をサポートしていく所存です。
　本年も何かとご支援ご協力のお願いがあると思いますが、この地域をよりよくするために理想を高く
持ち、地域に求められる団体を目指し青年会議所運動に邁進してまいりますので昨年同様のご指導、ご
協力賜りますようお願い申し上げます。

直前理事長あいさつ直前理事長あいさつ

新年交礼会新年交礼会

　2026年１月６日（火）、公益社団法人北見青年会議所の新年交礼会を開催させていただきました。
　多くの関係諸団体、北見青年会議所OB、北海道の青年会議所の方々に出席いただき、ありがとうございました。
　また、北見副市長武田様、商工会議所会頭舛川様、公益社団法人日本青年会議所2026年度東北海道ブロック担当副
会長石井恭平様、北見シニアクラブ会長渡部様よりご挨拶いただき、そして祝電を各地よりいただきましたこと、誠
にありがとうございました。
　2026年度新体制となった北見青年会議所と新に入会したメンバーをご紹介することができました。
　気持ち新たに頑張ってまいりますので、今後も変わらぬご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

事 業 紹 介

　この度、2026年度アカデミー委員会委員長を務めさせていただくこととなりました、小松洋志と申します。
本年度、アカデミー委員会は新入会員を迎え、一年間の活動を行ってまいります。
　青年会議所の基礎を学び、修練と奉仕を通じて仲間との絆を深めながら、例会や事業への参加を通して、多くの経
験を成長の糧としてまいります。新入会員ならではの視点や気付きが組織に新たな風を吹き込み、地域の未来を支え
る存在へと成長することを目指します。

アカデミー委員会　委員長 小　松　洋　志

　この度、2026年度総務広報委員会委員長を務めさせていただきます佐々木勇太と申します。
今年度、新年交礼会とOB例会を担当いたします。2026年度北見青年会議所の活動内容を多くの皆さまにわかりやす
く伝わるよう取り組んでまいります。青年会議所運動とメンバー一人ひとりの魅力あふれる姿を発信し、地域住民の
心に響く広報で理解を深めて共感を集め、さらに地域に根差した組織を目指します。
　１年間よろしくお願いいたします。

総務広報委員会委員会　委員長 佐々木　勇　太

　2026年、地域未来創造委員会委員長を務めさせていただきます、小野寺賢泰です。
地域未来創造委員会は文字通り、地域の未来創造に向けて委員会メンバー、一致団結して運動を行ってまいります！
地域コミュニティの活性化にフォーカスし、異業種交流会や、多くの地域住民が参画できるようなまちづくり事業を
構築していきます。地域と共にGrow＆Glow（成長と輝き）の精神のもと、妥協せずにこだわり、熱い思いをもって邁
進してまいります。2026年もよろしくお願いいたします。

地域未来創造委員会　委員長 小野寺　賢　泰

　この度、2026年青少年育成委員会委員長を務めさせていただくことになりました、國安雷太と申します。
本年度、青少年育成委員会では、子どもたちが地域の中で多様な経験を重ねながら、自ら考え、主体的に行動できる
人材へと成長していくことを願い、職業に触れる機会をはじめとしたさまざまな挑戦の場を創出してまいります。仲
間と共に学び、悩み、乗り越える過程こそが真の成長につながると信じ、一人ひとりに寄り添いながら、地域の未来
を担う人材の育成に責任と情熱を持って取り組んでまいります。
　2026年もどうぞよろしくお願いいたします。

青少年育成委員会　委員長 國　安　雷　太

　2026年公益社団法人北見青年会議所地域共創委員会委員長の職をお預かりしております、島　晴己（シマ　ハルキ）
と申します。地域共創委員会では２月にLOM大会、７月にぼんちまつりと年間２本の例会を担当させていただきます。
　LOM大会にてメンバー間の連携力の強化を行い、北見市最大級のまつりであるぼんちまつりに組織一丸となって臨
みます。また、委員会単位ではありますが、地域に対して希望と笑顔をもたらせるといった目標を掲げておりますの
で、地域の皆様が希望と笑顔溢れる事業の構築を行ってまいります。熱量こそ最大の推進力と考えておりますので、
大いなる熱量をもって活動してまいります。2026年もどうぞよろしくお願いいたします。

地域共創委員会　委員長 島　　　晴　己

　本年より公益社団法人北見青年会議所に入会させていただきました、株式会社ライフサポートみのりの浦川竜弥と
申します。先輩方が築いてこられた歴史を大切にしながら、会員の皆様と共に北見市のために何ができるかを考え、
地域貢献に全力で取り組んでまいります。何卒よろしくお願いいたします。

株式会社 ライフサポートみのり 浦　川　竜　弥

　この度公益社団法人北見青年会議所に入会させて頂きました、シミズ工業の清水慎也と申します。
業務内容は主に土木工事を行っております。
　JCの活動では様々な経験を通じて、自信の成長と共に地域貢献をできるよう精一杯努力していこうと思いますの
で、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

シミズ工業 清　水　慎　也

　この度公益社団法人北見青年会議所に入会いたしました、有限会社中村農産の中村成利と申します。玉ねぎをメイ
ンとした生産・加工・販売と６次産業化に取り組んでいます。農業、JCの活動を通して次世代へつながるあたたか
な地域づくりに貢献できるよう精進して参ります。限りある時間の中ですが諸先輩方から多くを学び、自分自身の成
長につなげていきたいと思っております。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

有限会社 中村農産 中　村　成　利
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